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 厚生労働省は、次世代育成支援対策の一環として、男性の子育て参加や育児休業取得の促進等を目的とした「イ

クメンプロジェクト」を 2010年６月に立ち上げ、社会の気運を高めるようとしています。今回は、このプロジェ

クトのツールとして作成・公開されたＷＬＢハンドブックについてご紹介いたします。 

イクメンプロジェクト 

昨今は育児を積極的にする男性「イクメン」が話題となっていますが、まだまだ一般的でないのが現状です。 

「育ＭＥＮ（イクメン）プロジェクト」は、男性が育児に参加することが、自分自身だけでなく、家族・会社・

社会に対しても良い影響を与えるというメッセージを発信しています。「イクメンとは、子育てを楽しみ、自分

自身も成長する男のこと」をコンセプトに、働く男性が、より積極的に育児を行うよう、より多く育児休業を取

得できるよう、社会にその意義を訴えています。 

厚生労働省では、このプロジェクトをより幅広くＰＲしていくためのサイトを立ち上げ、広く国民の皆様より、

「イクメンの星」や「イクメン宣言」などを募っているほか、さまざまな情報提供を行っています。 

 ホームページアドレスは左のとおり 

 

ＷＬＢハンドブック 

厚生労働省では、これから父親になる、または子育て期にある男性が仕事と家庭が両立できる働き方を設計・

実践するツールとして、ＷＬＢ（ワークライフバランス）ハンドブックを公開しています。上記のイクメンプロ

ジェクトのサイトからダウンロードできます。 

＜内容＞ 

妊娠・出産・子育て期において、父親が子育てに関わることの重要性や、具体的に父親が子育てにどう関わる

か、職場や仕事との調整をどうするかという着眼点などが盛り込まれています。 

＜利用方法＞ 

(1)これから父親・母親になる方、または子育て期の方へ 

ワーク･ライフ･バランスについて、夫婦で話し合うきっかけに 

(2)自治体担当者の方へ 

①妊娠の届出があったら「母子手帳」と一緒に配付 

②両親学級で配付 ③関係部署窓口で配付 ④地域内の企業等へ配付 

⑤ワーク・ライフ・バランス関係の会議資料として配付 

(3)企業の経営者・人事担当者、労働組合・労働者代表の方へ 

①社員・管理職層に対する研修資料として配付 

②職場のワークライフバランス推進の参考に 



 

 

 

＜個別相談の実施＞ 

次世代育成支援法に関する「行動計画の策定・届出」「認定・認証の取得」などについて、ご要望をいただけ

れば、次世代育成支援対策推進員（特定社会保険労務士）がお伺いして個別相談にお応えいたします。お気軽に

ご連絡ください。                       神奈川県経営者協会 TEL 045-671-7060 


